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1.日 本研究 の歴史的回顧
ご存 じのよ うに、中日両国 は一衣帯水 の近隣であ り、2000年 余 り友好
往来 の歴史 を持 っている。中国の古 い歴史文献に は、 日本 について の記
録 が た くさん残 されている。例えば、前漢初期の〈山海経〉 は、日本 が
"倭"と して記録 された最 も古 い本であ る
。 それ以来 、晋太康10年(紀 元
289年)、 陳寿 の書 いたく三国志〉"魏 志 ・倭人伝"が 日本 の事情 につ いて
詳 しく紹介 した ことは最 も有名であ る。それ以来 、20世 紀 のく清史 稿〉
まで、中国 の歴史古典 には〈倭伝〉〈倭人伝〉〈倭 国伝〉〈 日本 伝〉〈
日本志〉 など といったよ うな本がた くさん あり、 日本 にっいての紹介 、
研究 をっづ けて きた。私の知 って る限 り、世界中に は1000年 以上 、中断
もな く、ず っと日本 の事情を注 目し、研究 した国 は中国以外 にはな いだ
ろ う。 中国 は世界中の 日本研 究において最 も歴史の古 い国である と言 っ
て過言 ではな い。
では、今世紀 に入 って、中国の 日本研究 はどうな ったのだろ うか。 こ
れ は全面的 に論述す ることはかな り難 しくて、相当の紙面 がかか るか も
知 れない。概略的 に言えば、100年 来 の日本研 究 は大 体3つ の ブー ム期
があ ったと思 う。
1.1911年 辛 亥革 命前後
1868年 の明治維新後、資本主義 が日本で発達 し、国勢 がだんだん強 く
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なって きた。 これを見 て、中国 の多 くの知識人 と良識 のある人々 は 日本
の方法を学 び、 日本の歩 んだ道 を歩み、中国を強大 に しよ うと思 った。
この背景下 に、 日本 に留学 した り、 日本の経験 を研究 した りして 、一一時
に留学 ブームと研究 ブームが現 れて きた。例 えば、孫 中山 を始 めとす る
辛亥革命 の指導者 はほとんど日本 に留学 した。世界 によ く知 られ る故 周
恩来総 理 は日本 に留学 した経験が ある。今 、神戸 にある孫文記念館、 京
都嵐山の周恩来 記念石碑 などは、その時の様子 を物語 っているのである。
この頃の研究重 点 は主 に日本事情 の紹介を中心 に、国民 にア ピール し、
勿論中国 の事情 と関連 す る比較研究 も少な くなかった。
2.1931年 ～1945年 の抗 日戦争時期
1931年9月18日 、 日本 は中国への侵 略戦争 を発動 し、中国大陸の攻撃
にとりかか った。 これに面 して、中国人民 は立上が り、 日本侵略者 と勇
敢 に戦 って、全 国大規模 な抗 日戦争がス ター トした。 この期、中 日関 係
は全面 的悪化状態 に落 ちたに もかかわ らず、日本 にっ いての研究 と日本
への関心 は中断 されていなか った。国民党 の占領地域 に して も、共 産党
の革命根拠地 に して も、ひきっづ き日本研究 をお こな って きた。研 究 内
容 は、勿論軍事 関係 や戦争状態 と しっか り結 び付 き、主 に政 治動 向、軍
事力 、国内事情 、軍国主義者への摘発 と批判な どにおかれていた。国民
党 と共産党 の指導者 は関係論文 と著作 をた くさん出 した。毛 沢東氏 の書
いた〈論持久戦〉 は、その有名 な代表著作 と して よ く知 られていた。 し
か し、残念 なが ら、戦争 の特別時代におかれ たので、学 界で は日本 につ
いての全面 的な学術研究 は資料 と時間の面 で もどう しても不可能だった。
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3.中 日国交正常化以来
1972年9月 、中日両国 は国交正常化 が実現 された。両国 の各方面 の交
流 の深ま るに連 れて、中国の 日本研究 は新 しい時期 に入 り、史上前例 の
ない規模 、範囲 とス ピー ドで展開 され てきた。後 で詳 しくふれ るので、
ここで省略 したい。
∬.日 本研究 の現状
1.新 中国成立後 日本研究 の3段 階
(1)1949年10月 、蒋介石政権の失敗 によ り、共産党 の指導す る新中 国 は
成立 した。その時 、中 日両国 は国交正常化 されず、両国 は東西両陣営 に
それぞれおかれて、吉田内閣 はアメ リカの指図に従 い、台湾 の蒋介 石政
権 とコンビして 、中国を敵視 す る政策 をとったので、両国 の人員往来 と
技術交流 は全然で きなか った。その歴史条件の制限下 で、当時 の日本研
究 は、ただ関係 の中央官庁、例 えば、外交部な どに集 中 し、政府 の対 外
政策 の制定 に役割 を果た した。その研究内容 は日本政界 の動向 、日本政
府 の擁蒋反共政策 の批判 を中心 としていた。大学 と民間 の研究 は展 開 さ
れなか った。 この状況 は60年 代 まで続 いた。
(2)60年代 に入 って、世 界情勢 には大 きな変化 がお こった。世界各 国 の
事情 の了解、 そ して各国 との交流 を強 めるために、毛沢東氏 が外国 問題
研究 の強化 とい う指示を下 した。それによって、国別 ごとの外国問 題研
究機構 を相次 いで設立 した。 日本研究 と言えば、中央官庁 のほか、当 時
の教育部(日 本 の文部省 にあた る)の 許可で、何 か所 の大学 、例 えば、
吉林大学 、河北大学に 日本研究室 を設立 した。その他 に、遼寧省 に遼寧
省哲学研究所 を設立 し、哲学研究所 といえ ども、実 際 は日本研究機 構 で
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あ る。 これ らは、中国最初 の大学 と民間 の日本研究機構 であ る。なぜ、
これ らの機構 は全部北側 に、いわゆる東北部に設置す るのであろ うか。
これ は歴史 と研究者の構成 の面 か ら考 えたか もしれない。昔 か ら、東北
部 と日本 との繋が りが深 く、植民地時代 に日本 の教育 を受 けた知識 人 は
か な り残 って いる。 これ らの人 々の大部分 は日本 に留学 した経験があり、
日本語が分か り、 日本の事情 をよ く知 る上に、かな りの研究能力 を持 っ
て いたか らであ る。大体 同 じ頃、北京大学東方語言文学系 、吉林大学 外
文系、大連 日本語 専門学校 と長春外国語学校 には日本語科 を設 け、全国
大学 と専門学校の中で最初 の日本語科 と して知 られている。
1966年 プ ロ文革が開始 されてか ら、大学教育 と研究 は他 の機関 と同 じ
ように計 り知れ ない破壊 と損失 を被 った。 ご存 じのよ うに、大学生 募集
が停止 され、教職員 と研究者 は全部農村 に下放 された。日本研究 も中断
の まま、70年 代初期 に続 いた。
(3)72年中 日国交正常化 によ り、両国 の人員往来 と貿易交流 はさか ん に
なって きた。 ことに、60年 代以来 日本 の経済高度成長 は、中国人 を始 め
世界中 の人 々の注 目を集 め、一時 日本研究 は世界的 なテーマ とな った の
で はないか と言 うほどであ る。 この背景下に、下放 された研究者 は職場
に戻 り、人員 も増加 し、前の研究室 は拡充 されて、吉林大学 と河北大 学
はすべて 日本研究所 に昇格 された。遼寧大学 の哲学研究所 は日本研 究所
と名づ け られた。 この頃か ら、全国文科系大学 のすべてが 日本語科 と日
本語課 目を新設 し、 その うち、新 設 された 日本研 究所 も少 な くな い。
1981年 、中国社会科学院 日本研究所 を始 あ、各省 レベルの社会科学 院 に
は日本研究所 を設立 した ところがあ る。研究者 の努力 によ り、全国 の 日
本研究者 と研究機構iを集め る民間組織 である中華 日本学会 も、1990年 に
成立 した。 これをきっかけ と して、全国 の日本研究 は新 しい時期 を迎え
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た の で あ る。
2.研 究機構 と研究者
1990年 中華 日本学会成立当時の統計 によると、大学 に は日本研究 所 と
呼 ばれ る研究所 は6か 所。吉林大学 日本研究所、河北大学 日本研究所 、
遼寧大学 日本研究所、東北 師範大学 日本研究所、大連大学 日本研究 所 と
大連 管理幹 部学 院 日本研究所 が、それであ る。社会科学院 には、中 国社
会科学 院 日本研究所 、吉林省社会科学院 日本研究所 、天津社会科学 院 日
本研究所 があ る。その他 、多 くの中央官庁 と研究所 には日本研究 室 を設
立 した。最近 では、多 くの大学 は構内の専任 と兼任研究者をイ ンフ ォー
マルに組織 して、研究課題 を中心 と して研究 を展開す る動 きが出た よ う
であ る。中国流で言え ば、 セ ンター ブームが現れた と言 って も過言 で は
ない。例 えば、北京大学 日本研究セ ンター、北京外 国語学 院 日本学 セ ン
ター、南開大学 日本問題研究セ ンター、吉林大学東北亜研究 セ ンター、
山東大学 日本研究 セ ンター、青島大学 日本研究セ ンター、河南大学 日本
研究 セ ンター、杭州大学 日本文化研究 セ ンターな どはその例 であ る。
同 じ統計で は、中華 日本学会 の所属団体会員 は43で 、 のべ837人 で あ
る。 これ は、勿論全部 ではな く、ただ団体会員所属 のメ ンバ ーで あ る。
個人 会員 の数 は詳 しくないが、少 な くとも何千人以上 を超 えるとい う推
測 があ る。
各地域 の日本研究 は、地方 によ り多少異 な る。要す るに、北 は研 究資
料 と研究施設 を揃 え、研究者 も多 く、南 はそれよ り相対的 に弱 い。 前 に
触れ たよ うに、吉林省 には3っ の研究所 があ り、これ を基礎 と して、 全
国最初 の日本関係 の学会 と して、1982年 吉林省 日本学会を成立 した。 メ
ンバ ーは省内 の大学 と研究機構 の研究者 を含 めて、全 部で140人 であ る。
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その下 には政治 、経済 、歴史 、文学 、教育な ど5っ の分会 を設 けている。
学 会 は普段会員 の 自主研究 が中心 で、2年 ごとに大規模な研究会を行 う。
それに続 いて、上海 に は日本学会 を成立 した。
中華 日本学会 の成立 す る前 に、全国 日本 関係 の学会 と言 えば、経 済 の
面で は中国 日本経済学会 、文学 の面で は中国 日本文学会 、歴史 と哲 学 で
は中国 日本史学会 、中国 日本哲学会、中 日関係 の面 では東北地区 中 日関
係 史学会 などがある。
3.研 究成果
研究者 の努力 によ り、最初 の紹介段 階を出て 、日本 の各分野 にっ い て
独 自に発想 、真剣 に研究す る段階 に発展 し、た くさんの研究成果 を出 し
た。研究方法 は個人研究か ら多人協力 、集団研究 に発展す るようになる。
発表 された論文 と著作 の部数 は数え切 れないほどで ある。 ここで指摘 し
なければな らないのは、80年 代初期 、全国8っ の研究機関の協 力で編集
された著作〈戦後 日本 シリー ズ9巻 〉 である。各巻の名前 は次の通 り。
〈戦後 日本経済発展史〉〈戦後 日本産業政策〉〈戦後 日本国民 経済基礎
結構〉〈 日本的宏観経済管理〉〈戦後 日本財政〉〈戦 後 日本対 外貿易 〉
〈戦後 日本壟断資本〉〈戦後 日本政治〉〈戦後 日本統計資料 〉であ る。
これは、中国 の日本研究者が は じめて協力 して書かれ た本であ り、 当時
の研究 レベルを代表 したと言 えよ う。次 に、80年 代後半、中国社会科学
院 日本研究所 を中心 として、19の 研究機構 が協 力 して実 施 され た"日 本
発展見通 しの研究"で ある。
研究成果 は、ただ 中国国内だ けで はな く、日本語 に訳 され、 日本 で刊
行 された例 も少 な くない。東京六興出版社 が刊行 され た〈東亜中の 日本
歴史13巻 〉 はその典型的代表で ある。〈奈良文化 と唐文化〉〈 日中儒学
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の比 較〉〈天 皇 と中国皇帝〉〈倭国 と東亜〉〈織豊政権 と東亜〉<近 世
日本 と日中貿易〉〈孫文 の革命運動 と日本〉〈明治維新 と中国〉〈 明治
の経 済発展 と中国〉〈日中近代化 の比較〉な ど各巻 の名前 を読 めば、 中
国 の研究者 はどの程度 に精 を出 して研究をな されたのかが、分か るだ ろ
うと思 う。
最近 で は、中 日両 国の交流 の深 まるにっれて、両国学者の共同研 究 の
動 きがい っそ う高 ま って きた。両国の学者 はお互 いに行 った り来 た り し
て、多彩 な研究 を行 い、両国民の関心を持 っ、興味深 い研究成果を 出 し
た。私 の知 って るところで は、 うちの研究所 と名古屋大学経済学部 、関
西学院大学法学部 、経済学部、杭州大学 日本文化研究セ ンターと国 際 日
本文化研究 セ ンターとの共同研究 はその例 である。
4.吉 林大学 日本研究の実 態
吉林大学 の日本研究 は50年 代 か らス ター トしたが、64年 日本研 究室 を
成立 させ、 その下を、政治 、経済 、歴史 、文学の4つ の研究 グルー プ に
分 け、各専門別 に本格的な研究 を始 めたのであ る。1979年 日本研究 所 に
昇格 し、1987年12月 国家教育委員会 は全国 の大学 すべての研究機 関 を統
一 的 に点 検評価 す る上 に、大学文科系12か 所を重点研究所 と認定 した。
日本研究所 の中で唯一吉林大学研究所が この中に選 ばれた。現在 、 当研
究所 は4っ の研究室 、即 ち日本経済 と企業管理研究室 、 日本政治 と行政
管理研究室 、 日本歴史 と中日関係研究室、 日本文学研究室 を設置 す る。
教職員36人 、その うち専任研究者25人(そ の うち、教授7人 、副教授13
人 、講 師5人)。 資料室 には中国語 の関係文献 以外 に、 日本語 図書2万
冊 、注文 と交換 した日本 の新聞 と雑誌な ど130種 類 を所 蔵 して い る。研
究所 の機関誌 として、隔月刊〈現代 日本経済〉 を発刊 している。
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研究分野 について は、 日本社 会の多方面 に渡 って いるが、研究 室、研
究者個人 によ り、千差万別であ る。大 ざっぱに分 けて いえば、次 の通 り
である。(1)経済研究室 は主 に日本のマクロ経済理論 、中小企業、企 業経
営 と企業診断 、財政金融、対外投資 、都市管理、市場 流通、農業 、 中 日
企業管理比較研究な ど。(2)政治 研究室 には日本政治制 度、行政体制 、 階
級構成 、地方 自治、 自民党長期政権 、中 日行政管理比 較研 究な ど。(3)歴
史研究室 には日本近代史、戦後史、近代中 日関係史 、満鉄 史。(4)文学研
究室 は東亜文学、近代 日本文学 の流派 と思潮、文法学 、中 日文学比 較研
究 などであ る。研究成果 にっ いて は、1979-1990年 末 の統計 によ ると、
著書 ではく 日本企 業管 理概論 〉〈 日本経済 論〉〈 日本行 政 管理概 論〉
〈 日本文言文法〉〈 日本侵略中国東北史〉〈満鉄史〉 な ど27点 、<天 皇
的戦争責任〉〈 日本文学与中国文学〉 のような訳 書26点 、論 文583点 で
ある。現在、当研究所で は、30項 目の各専門別 の研究課題 を担 当 して い
る。 その中には、国家社会科学基金 、国家教育委員会 、そ して中央 各部
と吉林省 の下 した課題があ るし、日本 を含む海外学者 との共 同研究 課題
もあ る。
それ と同時 に、大学院生 の養成 に励んでい る。1979年 か ら1991年10月
まで に、合計145人 の修士課程 の大学院生を募集 した。その内、115人 が
修士号 を取 り卒業 して、全 国各地 の政府機 関、大学、研究部門 と合 弁企
業 で活 躍 して いる。在学 中の院生 は30人 い る。自慢話 か も知 れないが 、
当研究所 は全国で日本研究関係院生 を募集 した最初 の研究所 、そ して卒
業 生の一番多 い研究所 とな った。現在で は、全 中国 のど こで も日本 関係
の会合が あれ ば、少 な くとも当研究所の出身者 が何人 かいると言 って過
言 で はな い。
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皿.日 本研究 の問題点
1.日 本研究 にさ らに力 を入れ る必要
中日両国 は同 じ漢文字を使 って、 ともに昔 の儒学文化 の影響 が強 いか
ら、両国民 の理解 はや りやす いはずだ と思 うが、実 際には、両国 それ ぞ
れの伝統文化 の影響、 イデオ ロギーの違 い、特定の社会背景下 の発 想様
式 、行動パ ター ンなどにより、その理解 はそれ程や りやす くない。両国
のマス コ ミの面 で、相手国を対象 とす る報道 の量か ら言えば、中国では、
日本 にっいての報道 はかな りの比率 を占めて いる。 日本側 は中国 にっ い
ての報道 も少 な くない。 日本人観光客 が毎年洪水のよ うに中国 にや って
きて、中国 の風景明媚、歴史名所の どこかに、日本人 を見 ない ところが
ほ とんどない。一方、 日本 に中国か らの留学生、就学生 の数 は史上 前例
のないス ピー ドで年 々増えて いて、北海道か ら北九州 にまで殺到 した。
これは、両国民が相互理解 した と言 え るだろ うか。実際 はそうでもない。
1990年2月 中華 日本学会成立式典において、名誉会長夏衍 氏の挨拶 を思
い出 した。中国 と日本 とは一衣帯水 の隣国 で、長い相互交流 の歴 史 があ
る。だが厳密 に言 って、 日本人 は中国をは っき り分か っていない し、 中
国人 もまた日本人 の ことが分か っていない。日本民族 は非常 に特殊 な民
族 で、理解 しに くい点が多 い。 とて も謙虚 で礼儀正 しいか と思 うと、相
当傲慢で尊大 な一面 を内 にもってい る。せ っかちで一 分一秒 を争 う くせ
に、一方 では悠然 と生 け花や ら茶道 や らをた しなんでい る。 ほん と うに
謎 の民族 である と思 う、 と。夏氏 は70年 前 に日本 に留学 したことがあ り、
新 中国成立後 、長 い間、中 日友好協会会長 など中日友好の仕事 に携 わ っ
て きている。 中国 ではなかなか有名 な知 日家 である。彼 の話 は、中 日両
国民 の相互理解 の現状、 そ して中国 日本研究 の現状 を物語 った。 これか
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らの両国民 の理解を いっそ う深 めるために、 日本研究 に もっと力 を入れ
る必要が あると思 う。
2.研 究者構成の ア ンバ ラ ンス
研究者構成 は時代の変化によ り、その動向が激 しか った。建国 の最初
で は、 日本研究 は主 に政治 と歴史 を中心 に、研究者 はほ とんど政治 と歴
史関係 の出身で あった。1978年 中国 の4つ の現代化方針以来 、全国 すべ
て の仕事 は経済建設の軌 道に乗 せ られて、 日本研究 は日本経済 を中心 と
す る動 き も出たよ うで ある。一 時に、た くさんの若者 が 日本経済研 究 に
身 を投 じて、経済研究 はブー ムとなって現れた。それ と反 して、他 の専
門 、例 えば歴史 と政治 などに入 った ものが少 な く、古参研究者 の定 年 に
よ り、 その研究 はひきっづ きで きるかど うか との心配 がある。現在では、
研究者全体 を分 けれ ば、 日本経済研究者が圧倒 的に多 い。文学 と文 化 は
それに続 き、一番少 ないの は歴史 と政治であ る。 この状況 を続 ければ、
中国 の日本研究 に不利で あると思 う。
3.研 究費不足 、関係資料 の入手 困難i
これは中国す べての日本研究機関の一番悩 んで いるところであろ う。
日本 を研究す るには関係資料 と情報 が入 らないと、 どう して もで きない
ことは言 うまで もない ことで ある。 ことに、近年来 の円高 ドル安により、
関係資料 の購入 は各研究所 にとって大 きな財政負担であ る。吉林大 学 の
例 を取 って見 れば、その厳 しい事情 を分 か ると思 う。大学の年 間図書予
算額 は大体80万 元(約2000万 円に相当)で 、その うち、外国文 献の購入
額 は50万 元 かか るそ うであ る。5年 前 に、同 じ予算 で、必要な外国文献
を大体購 入で きた。今 では、同 じ予算で も、ただ2/3し か購入で きな
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か った。わた したちの研究所で は、 この前に図書以外、 日本の新 聞 と機
関誌年 間100種 類 を注文 したが、去年 か ら外貨 不足 で、 や むを えず1/
3ほ ど削減 し、 もちろん図書 を買 うお金 もな くなった。研究費不 足、 資
料入手 困難 は正常 な日本研究 に悪影響を及ぼ した。 この状況 は何 時 まで
続 くか、まだ分か らない。幸 い、 こういう事情 を理解 した日本 の大学 と
研究者 個人が暖かい援助 の手 をさ し出 した。わた したちの研究 所 は前 後
して、関西学 院大学図書館、東京大学図書館 、羽石寛寿先生、小林啓 一
先生 な ど大学 と個人 の寄付 され た図書 、 日本語 ワープロ、 コピー機 を受
けて、 これを大切 に して、日本研究に一 層活用 して いる。 ここで、紙 面
を借 りて、以 上の大学 と個人 に深 く感謝 の意 を申 し上 げたい。
以上 で、中国 日本研究 の概況 にふれたが、要す るに、何十年 の努力 に
よ り、中国の 日本研究 はた くさん の研究成果を出 した。 それ と同時 に、
研究費 と資料 不足 などの困難 に も直面 してい る。中国 の研究者 は必 ず こ
れ らの困難 を克服 して、.あた らしい研究段階に挑戦 して いるだ ろ う。
(筆者 は吉林 大学 日本研究所副所長、副教授 、吉林省 日本学会秘書長、
中華 日本学会理事 であ る。 これは1992年9月 に書 かれた もので ある。)
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